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1． 本研究の動機 

 私たちは、スポーツの情報をマスメディアから得て、そ

れを元にスポーツについて論じる。スポーツとマスメディ

アの関係性は深く、まさに蜜月の関係を紡いできた。 

 しかし、メディアが大きく変化しようとしている。個人

が情報発信することが出来るウェブメディアの誕生であ

る。 

 ウェブメディアはスポーツ以外のところで、大きく取り

上げられるところとなり、梅田望夫の「ウェブ進化論」な

ど多数の著書が出ている。しかし、スポーツと新しいウェ

ブメディア、特にブログや SNS を中心とする web2.0 の

関係について取り上げられることが少ないのが現状であ

る。よって、新興のメディアである web2.0 がいかにスポ

ーツに影響を与えているかということに興味をいだいた。 

 また、その多数の著書や、言説の特徴として、ウェブメ

ディアとマスメディアの対立的な関係が描かれることが

多いが、果たして、ウェブメディアとマスメディアがスポ

ーツにおいてどのような関係を紡いでいるか、本当に対立

的な関係であるのかということが気になり研究テーマと

した。 

 

２．本研究の目的、及び方法 

 本研究の目的は、ウェブメディアとマスメディアがスポ

ーツに与えている影響を考えることで、両者の関係性を明

らかにすることである。 

 そのために、スポーツファンの態度形成について考え、

その中で、マスメディア及びウェブメディアがどのような

影響を与えているのかを考えた。 

 また、本研究は文献研究による。 

 

３．各章の要約 

１章 メディアからの情報が、どのようにスポーツファン

の態度形成に影響を与えているか、また、メディアからの

情報は、どのようなプロセスを踏んで、我々の意識に働き

かけるかということに関して、消費者情報処理アプローチ

を用いて検証した。 

スポーツファンは外部刺激となりうるマスメディアか

らの限られた情報を周りの準拠集団と共有することによ

って深めていくということが分かる。 

２章 マスメディアの果たしてきた役割、そしてスポーツ

に対しての影響について述べた。 

 マスメディア誕生は、そもそも「孤独な群集」たる民衆

に対して、画一的なメッセージを送ることで、彼らを情報

の面でひとつにまとめあげ、大衆が生まれる土壌を作った。

そして、新聞からラジオ、ラジオからテレビと技術革新が

進むことで、世界の出来事は同時性を有することとなり、

ますます、画一化が進んだ。 

 マスメディアの特徴は、この画一性による大衆をひとつ

にまとめあげる力、そして、「場」の希少性であることを

述べた。 

 そして、スポーツにおいてもその画一化は見られる。 

３章 ウェブメディアに関して、その特徴と影響について

述べた。特に、新興のメディアである web2.0 に関して述

べた。 

 Web2.0 の特徴は、マスメディアの画一性に対しての、

多様性であり、「場」が無限に存在することがあげられる

ということを述べた。 

４章 以上のマスメディアとウェブメディアの違いを踏

まえてこの２つの関係性について考察した。 

 考察に当たっては、同じ所沢市に本拠地を持つ、西武ラ

イオンズと埼玉ブロンコスを比較した。比較内容は、SNS

でのコミュニティの層の違い、ブログにおける両者の取り

上げられ方についてである。 

  

４．本研究のまとめ 

 確かに、影響という面では、マスメディアは民衆を画一

化する影響を持つことに対して、ウェブメディアは、民衆

の多様化を促す。その点においては、ウェブメディアとマ

スメディアは互いに対立的なものである。 

 しかし、スポーツという一次情報が限られるものに関し

てはその関係性は異なる。 

 むしろ、その関係性は対立的ではなく、相互補完的な様

相を呈する。 

 ウェブメディアはマスメディアの発展によって、支えら

れているものであるからこそ、お互いの関係をより強固な

ものとすべきである。 

  

 




